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はじめに
竹田市の施策の目玉のひとつは、子育て支援拡充の
実施と生み育てる環境の充実です。

少子高齢化の中、子どもの健やかな成長に最適な環
境を物心両面からサポートし、子育てしやすく、子どもが
すくすくと育っていくことを目標としています。

この生涯にわたる学びや生活の基盤を創る重要な時
期に、幼保小の教職員が情報を共有し、協働して学び
を深める取組を進めることによって、子どもに関わる大人
が立場の違いを超えて連携・協働し、架け橋期に相応
しいカリキュラムを策定し、改善していくことを目指してき
ました。

※文中における「子供」の表記は、竹田市において「子ども」に統一しているため、以
降の全て「子ども」と記載しています。
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研究概要
◎幼保小の架け橋プログラムの実施に向けての手引きを元に対話の重視・協働して学びを深める

○保育参観・授業参観 → 合同研修会・ワークショップ
○保育・授業実践の見える化

竹田市

【幼保小の円滑な連携の必要性】

「幼児期の終わりまでに育つてほしい姿」が策
定ざれたが具体的なカリキュラムの工夫や教
育方法の改善あるいは幼保小の速携の手がかり

して十分機能していない。

「幼保小の円滑な接続」推進事業 （幼保小の架け橋プログラム）

【文科省「幼保小の架け橋プログラム」への参加】 日ー］ 一

•お年度「公立小学朽敦謡薄幼児教育施既而邸刑多」 の成果の活用

スタートカリキュラムとアプローチカ リキュラ
ムがパラバラに策定され、理念が共通していな
い。遅携が行まの交流等にとどまっている。

• 竹田収甜サ悶肋力リ臼ラ碕 ＾茄瑶譴

南螂有識者 保護者市関係者等で構成）

・共有された理念による架け樗期のカ リキュラム等の作成

・連携の充実（幼保こ小合同研修会 子どもの交流等）
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準備
＊構成日の還定と目指す方向性の共有
＊地はの実意の把握

晦 を見通した敦

の作成
＊園・小学校での活動の共有
＊子どもの交流

課程 成・ 指弓計画

各函・小学校での体制
＊連携窓口の明確化
＊自園 ・自校の先生への意識啓発と多画

検討 ・開発
＊方針の検討・決定、開発への支援
＊国による架け樗期の教育の負保障の枠
組みとの連携開始

架け閲期のカリキュラムの検討［月発
＊共通の視点をもとに内容の検討・開発
＊人やものとの関わりを通じた字びを諸まえ、
教としての棗写の共通住の理解

＊子どもの交流の推進

幼保小問の体制
＊幼保』Iヽの合同会議・研修会の設冒
＊相互の教育の内宕や方法に関する理解の共有

逹携強化への支援
＊研悸の実施（幼保小合同研修 先進地視序苓）
＊問係部局との運携
＊問係機関•関係団体との

実施の検証
＊実施状況の把揖・検祖と支援
＊国による架け樗期の教育の賛保障の枠
組みとの連携推進

架lナ沼期のカリキュラムの実施・検証
＊國・小学佼において豹百課程編成 ・指導計画
作成、実施検証
＊人やものとの関わりを通じた学Uを踏まえ、
教材としての環境の活用

＊子どもの交流の充実

幼保小の協働実施の体制
キ幼保小の合同会議 ・研修会の充実
＊祖互の教百の内宮や方法に関する理解の深化

幼保小の協傲実施の支援
＊研の充実、 研修教材の活用
＊実施上のニーズの把握と支援
* Iii・ 小学佼と関係機関• 関位a団体との運攪の
コーディネー ト

持続的 • 発厖的な開発会
方針の改吾 • 発展と支援
＊方針の改苔•発屈と支援
＊国による架l升印月の叡育の貰保障の枠
組みとの連携強化

の遥営

持紐的•発展的な架It椙期のカリキュラ
L、
＊持統的•発展的な栄1ガ即取nヵリキュ ラ ム
＊人やものとの関わりを通じた学びを蹟まえ、

教としての日塊の活用の充実
＊持続的•発展的な子供の交流実胞

持続可能な体制
＊幼保小の合同会議の定薯 (6月 ・11月）
＊祖互の教育の内容や方法に関する理解の改
苦•発展

雙続的 • 発展的な取祖を支える支援の定
七

＊研作の改蒼•発展、研修教材の改著•発展
＊必妻な支援策の改善•発展
＊園 ・小学校と関係機関•関係団体との達携の
コーディネートの改釜• 発展
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全教職員のアンケートを基に、竹田市の教育ビジョンに照らし合わせ、「期待す
る子ども像」について、開発会議の議論を経て、設定。

◎考えをもち表現する子
◎伝え合い認め合う子
◎探究心をもち、粘り強く取り組む子

３．カリキュラムの実施に向けて １年目

○作業部会設置

・作業部会１：カリキュラム作成→モデル園・校

・作業部会２：体つくり→モデル園

○開発会議設置：保護者、大学教授、幼児教育センターなど

○合同研修会：市内４ブロックにて全員参加の研修会

・幼小の連携と接続、架け橋プログラムの理解

・「架け橋期に期待する子ども像」について



・モデル園・校はカリキュラムの検証
・モデル園・モデル校の実践を基に、全園、全小学校でのカリキュラム作成

３．カリキュラムの実施に向けて ２年目

○カリキュラム案作成：モデル園・校にて実践

○５月：小学校１年部会：スタートカリキュラムの検討

○６月：モデル校 小学１年生授業公開 「きれいにさいてねわたしの花」

・モデル園・校および各園、各校代表者参加の合同研修会

・カリキュラム案提案

○市内４ブロックにて幼保こ小合同研修会：参観と協議、研修

○11月：モデル園保育参観「秋のお店屋さんごっこ」

・モデル園・校および各園、各校代表者参加の合同研修会

○市内２園、５校において作業療法士派遣による体つくり



・各校の架け橋担当による交流及び参観の日程調整
・各園・校による自立した研修計画の実施
・幼稚園に接続する保育園との交流の開始
・竹田市幼児教育アドバイザーによるファシリテート

３．カリキュラムの実施に向けて ３年目

○市内４ブロックにおいて年２回の合同研修会の実施提案

→小学校区を中心に７ブロックにおいて合同研修会の実施

○モデル校、モデル園において自主的に保育および授業公開研究会

○保育園・幼稚園の交流活動：保育参観、ワークショップ

○作業療法士による体つくりの取組：９園、６校

○啓発：市報（４月）、市長による全園保育参観



４．年間指導計画

スタートカリキュラム
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５．幼保こ小合同研修会

参観シート 園・校名（ ）名前（

： 参観する際のお願い

！耳謳霜歴詫嵐砕話澁‘ら祖じてください． i ： ＊写真撮影はご遠慮ください．

’ _:::_::::-~-------—·---------·---··—·---···—···皿—·—··-J
（参親シートについて）

＊子どもの棟子、保育者の援助、環境の構成などをよく見て．付箋に記入してください．

0例のように．横向き．横書きて書く

01つの項目を 1枚の付箋に記入

〇カードの下部に所属と名前を記入

＊このシートは．参観後の研修会ても便います．記入後、忘れずにお持ちください．

0贄色のカード⇒子どもの姿

主体的．よいなあ．學中になっているなあ．

おもしろいなあなどと忠じた子どもの姿

［例l
r小学校みたいや」と場を教室に見立て．

学校て見つけたものや自分てイメージした

ものを工夫してつくっていく姿

大分県幼児教育センター武淳

0ビンクのカード⇒保青書の環境の構成や援助

よいなあ．この環境の蠣成や緩助が子ども

の姿につながったのては？と思うことを記

入

（例l
体誠入学の後．子どもたちの鴫想や思い

を出し合う湯を設け．試学を棄しみにする

気情ちを共膏したことが．『学校：：：っこJ

頃び・活動）につながった．

大分県幼児教育センター 武津



５．幼保こ小合同研修会 恥17)考えを（該約カ

伽巧いも刈 杯以合う
「・
｝＇：よる ぉ瓦•S

伝え 合 し 認 の 合 う カ．，ヽ←
て＾＾“•ヽ• 999• 事，．．．り・ 9 99 9, 99 

“”•9••99 ヽ・・ '’9
れヽ• 9ん，．，99・
、'-"-

/”弓
.,.̂’’← • ••2• E‘’ 

？ ；王笠＇も召

90，ー、こよぶ

．ざぷ・···ぶ．‘、t笠ぷ..、•

二
： 量嘱i

己●`":¥)三 ）ー(::lll囀：：：：：r生"、:→;/(•• ：よ．：＼ニ
-- ¥ ・芦品，3ド＇鳩'"'？ニヨ ー ： 苫：；``

の構成・援助のポイントJ ゞら••：：炉 ＂一 れぷ．．；，．芯＇；；，' ,・ --- - --~ ヽ．， ‘ヽ̀

" '・朽… ＂ ぶ"’.99 .』••心， 9
ぷ心

しいが→' 'た必4• 」 •9ヴ

子どもの姿から考える51に
｀をもち表現す七子 l--、~

_―---、、
＼ 

,hl99と！）

”'m叫
• m・9 1←’f心

qゞlし＇しが

ti●・"・",/.i ̀  : : 
戸 9←舟一

1しヒ・1

（生(J芸

＼ ＼ 



６．遊び（学び）のプロセス 竹田市立南部幼稽園 6月中旬 (6月 15日～20日） rシャポン玉あそび』

【ねらい］白分なりに考えたり． 気づいたことを友だちと伝え合-,た’9しながら． 試行繕幅して邁ぶことを棄しむ．

【内宕］友t丑ちと一緒に、シャポン玉漬作＇）や、シャポン玉邁び用の道具作＇）をして楽しむ．

【邁びのブロセス】 ＊週びの中て肖まれている資賃 • 隠力 を 次のように表して＼ヽる

ヽ ヽ
岱 梵、げ品f必↑」ぽ均謳名名：芸茫と作ることがでSると知J,rや.,てみたいjr-rさるかなあ」ヒ属峰ともち， r本当に四亨ょl
二＿＿＿＿＿＿＿＿―］ ______-----—~ -- 11.lir - fl,J 

石 真 一

--~-----------------
揖J逗りの鳴面て・まだザ滋6も加の務が糞わっても．シャお知釈ばわらないことと知＇ l．印9子ピもたちも井呻t置えてlit1'嚢が見ら血．そ0)玖も石

て号えたり．友だちのもの王鼻．号にしたり しながら白ぷ作.,た逼鼻只良い．釘虞もシャポン玉作りをおこ'..,ていた．2た．o分たちて作.,たシャボン玉灌ても試してみ ，
T. 、あん 1 りてーないなあ—•J rちょ吐ならてーるよ•J r彎みたいにならな｀、と占ベポン王はでさないからなあ—•Jなどと，つぶやく姿も見られた．. _ _ _ _  _ _ _ _ _ _  _ _ _ _ _ _ _  _ _ _ _ _ _ _ _ l 

ロ子ども..,,~らてみたい」というえいが冥環てさるように材料や遍具 （石99ん， 砂疇，ス十レンm會モー4．戴コップやガムテープ日レッ トベーパーの
芯なピ蟻，，な大ささの薗状のものなど）の埠爛，使いたいヒうに0分たちで士して選ぺるような配虞i遍びの状況9コ応じたクイむングで量材や遍具

" |ぶ雰？ら員虹もち．友心とイメージを共青して虹め凸よう四（シャポン王の給が記・〇 を紋定する．
動のポ4ント ◇遍びが茫馘していくように，子ピもの気付さや身え9こ共鴫して． 1わりに広げていも

◇以け欝鯰ずる凍しさ と鴫わうとともにえいと買現ずるたmがどうしたらいいか」を子どもと←鰭に号える．

◇共遁のI!!的と竃●して遷びむ退，，いヽ るように，撼り返'9の場ヤll,fl'.,たものを紹介しが」，気付さや可えむとし合.,たりして，みんなで共賓ずるよ

うにす

•石けんヒ砂•f綬.,たシャポン五澤の作りガが分
かる．
・シャポン五の笠質に気づ1:II.ti竺が分かる
• い，，いろな遍鼻を便って ． シャポン玉と作る．

嵩t1̀ シ
• 一 •- ---."・刀・---

•いろ＼ヽ，，なやり方と以したり．エ戎したりずる．

経祐甜` 沢 芥 ；：る如、”の週如 m心 tる．



６．遊び（学び）のプロセス



７．幼小連携・交流活動

7.幼小連携・交流活動

R6年度幼小連携全体計画

［ねらい】

〇園と小学校との連携を深めることにより、幼児教百と小学校救百の円滑な接続を図る．

0固児と小学生が交流活動を通しマ、互いに親しみをもっとともに、次のような姿が見られるようにこと

期待する．

薗児は小学校への期i寺や憧れの元持ちをもった` L自分たちの遊びにいかしたりする．

・小学生は園児への思いやりの気持ちをもったリ、相手のことを考えながら0分の力E発揮したりする．

0園と小学校の教腺貝閤て｀保百参観や授菓冬観、合同の研修会等をもっ：：：とによリ、子どもの実態や

r,l導のあリ方など互いの教百についての環解を深め、教百活動の改笛・充実を図る．
5 1よろ しく ねのt

月 {I年生 と幼稚園児］

［年間活動計画］

月 交澁内宕［交涌児】

4月
お見知り遍足

15年生と幼稽畏1,1'.l

5月
交武活動

{I年生と幼謹園児l

6月

7, 
交沈活動

8月

q月

10月

11 /l 

12月 1 1 5 年生と幼柑啜ll~I
，，沼ョ亀h

1月

2月

碍修計面【教緻員J

第 1回幼小合同日修（仝教ffl員）

（保け穐ブ0グラムの意義・カ＇）キュラム瑾認

交滋活動計函・ふ’J返＇） （幼・小 I揖任悶）

R6年度 南部幼小交流活動年間計画

月

4-Iお見炉）遠―-
月 {5年生と幼稚國児］

みんなて七夕飾リを

; Iつくろう

{I年生と幼稚l薗児］

q
月

遅動会合同緑習

交流する中て小学生に親しみをもち、一緒に活動することを楽しむ，

交潰する中て111児に観しみをもち．一緒に活勤する：：とてきる。

1 1 1秋祭 リをしよう

月 {I年生と幼稚園児J

12 1お楽しみ会をしよう

月 {5年生と幼稽園兒J

幼稚園のねらい 小学校のねらい

小学鉱とゲームをして遊んだ 幼稚園児の自己紹介を聞いた

り、 5年生 と一約に手をつな リ一緒に這ぶ， 一緒に手をつ

ぃて違足に行った リする こと ないて遠足に行ったりする：：

通して．小学生1:親しみを と2遍して｀園児1:親しみを

もっ：：とがてきる．

近くにいる幼稚園児を鵞誼 し

て遊んだりかかわったリする

きる．

ク飾リを作って館る

して．共に作ったと

み、されいなセタ飾’)がてさ いう達成心を味わうことがで

たことへの達成渇と感じる． きる。

小学生と一緒に応援合戟も し 幼糀固児と応援合戟をした

たリ、 互いの競技を応援しあ り、競技を見たリ応援したリ

ったりする：：ヒて、小学生に する ：： とて、頑張リを鯰め合

憧れをもち、 意欲的に取り租 うこ とがてきる．

もうとする．

1年生の作った泣品て這か采 if)(兄つけて染のた田朽とぼつ

しさを味わい．秋の自然物て た遊び道具を使って、 一緒に

いろいろな遊びがてきるこ と 近んだリ遊びを工夫した ’Jす

に気づく ． る．

5年生と遊んだリ話した 41す
幼堆国児と遊んだ I}話したり

ることを通して、親しみや憧
することを通して，間わりを

の気持ちをもっ．
深め思いやりの気持ちをもっ

I I凧をつくってあそぽう

月 1. 1年生と幼稚國児］

!I学校；ふところ？

{5年生 と人学予定児）

自分て考えた IJ、互いに手伝 グルー プてお互いに手伝った

った りして凩を作リ、 凧が玄 り、討し合った りしながら凩

にあがったことへの追成屯を を作り 、凧を飛ばすことがて

惑じる． さる．

5年生と 一緒に遊んだリ、学 入学予定児と一緒に遊んだ

校探検をした リすることて、 り、学校探検そ した りする こ

小学生になる ことへの期待や とて、最高学年としての愈澁

小学校生活への意欲を庇め や来年度への意欲をもつこと

る． がてきる．

く留意事項〉

＊謳荀畢後の打ち合わせ を 行い、ねらいの革逗や振リ返 ＇） 等を行う ：： どて次の交流I~いかす ．

＊特別な配慮を必要とする子どもへの適切な支援について共通理解を即る．



７．幼小連携・交流活動

Iどんな子どもの姿が見られたか

子どもの姿から見取る①
「育てたい姿は見られたか？」

真や動画
十ゞヽ ↓

薗

1年生

＇凧をつく つ て あ ヤ は つ ！J 

1年皇の姿と見たり．友た＇引吋士ず作 I”””としたりしながっ、
作ろうとする姿が見られた．

0セロハンテープを交代て切ったり、貼る疇1こ押さえてあげたりして． 1年生や友f召うと
協力して作る姿が見られた．

〇畔年と這って．見本を見ながら作るのてはなく、友だちとほし合って作る姿が多かった．
〇凧の形を見て向きを考えたり、竹ひごやセロハンテープの数を数えて革辺したりしなが

ら作る姿が見られた．
0凧あげの峙に、グうンドは泥が誂ねるのて、コンクリーいのところてやってみるなど、

自分たちな ＇）に考 えて遊んていた．
〇風が吹いてきたこと乏伝人るなど． I隼生やIll児配士て軍tか19あって凧あげt稟しん

ていた．
〇約呆を守って凧あげをしていたので．上手にあげている子どもが多かった． ま た 凧 糸

が騒まってしま う姿が咋年よりも少なかった雫
免生こ：“ぺないの教えてくたさい』と 分から籟んだ ’1,g分紅 としたりす

る姿が見られた
01 年生 1こ穴の関け場所を教える●児の姿 を見て． r 幼穫•生のほうがす：：いねJと島心し

ていた．
0「私の隣1こ塵ってね』tliJじ班1こ来た鵬児に声をかけて隣に感らせて、作集の途中遍中に

園児1こ目 をやっていた．
〇薗児のそば9：書リ添い．『ひ：：をもってあげようかJと声tか19て持ってあげていた．
0ひ：：：をつけるときのテープの飲が合っているかなと '1、2,3,4,5,と一鰭1：数え

て軍かめていた．

幼誰園児

この活動

で育てた

い姿

1年生

● 「凧あげをして遊ぷ」という共通の目的をもち、気づいたことを伝え合ったり、

作ったりしながら、友だちゃ 1年生とのかかわりを楽しむ。

●友だちゃ1年生と一緒に遊ぷ中で、思ったことや気づいたことを自分なりの言葉で伝

たり、相手の話を聞いたりする楽しさを味わう．

●風の動きを予想したり｀確かめたり、見直したりしながら．凧を粘り強く作ったり遊

だりする．

● 「一緒に凧であそぷ」というめあてをもぢ幼稚園児の様子を気にかけながら作り方を

教えたり手伝ったりする．

●作ったり遊んだりする中で．思ったことや気づいたことを友だちゃ幼稚園児に伝え

り、話を間いたりする．

として見られた＇幼児間の粍わり置-r 1：胄r.,てUしい安J
••• r自立心』『言裏による伝え合い』＇思考力の 吾生え』『社会生活とのかかわり』

『散量・図形．墳董や文字などへの関心，撼覚』
0 1知● 1史・の基観）

m l’・・保育者の話をよく間いたり 、 1年生や友だちの姿を見たりする：：：t"r'.凧の作り方やあ
げ方が分か＇） ．自分が）にやってみる姿が見られた

0 ［恩＊カ・＂彎カ・表覗力の基邊 I···8分て＊えるた•99 てなく、 1年生や友だちと“し合
った＇J .教え合った｀）しながら楽しんていた．

0【学びに向かiカ・人関性等J•••どの子も凧つくり や凧あげに翼昧をもち．意欲的に選ん
ていた．

女幼児教 からつながる 幼児111Jの終わりま に胃ってほしい』
・・・『自立心』『言菓による伝え含い』 ＇『社会生活とのかかわり』

゜ ＂叫鼠・技饒）・・・鵬が吹いてくると rいまだ ！』 と駆け出す子がいた．凪と凧の間係に気
付いていた．ユた、風が吹くと凧が，，がるところを見て、 『なんにもしなくてもあがるんだ
ょJと誌して楽しんていた．

0 (~膏力 ， 阿輌力，表環力 J ．．．困ったとさに It. r教えてください』と言いI:きた ’1.Ill児
のIJ子を見ながら作ってみたり枯リ蹟＜凧を作る姿が見られた．園児の様子を見ながら、
手を貸す.::とがてきた．

0 ［ 学びに向かうカ・人間註等l ,•• 最後に凧をlitばすことを遷しみにして．曇後まで凧を

1年生

子どもの姿から見取る2
「ねらいはどうだったか？」

I改善点や今後どうするか

•―`―· ー コ｀ •こ· • • • 

て、子どもの主体性を大切に

し

) -(行いたい．
の計編が他の方にも伝わるように教育課覆に掲載てきるようにしておく ．



８．家庭・地域との連携

幼小「学びのつながり」シート
（～竹田市立雨部幼稚園 令和5年度の子どもの姿より～）

令和6年5月発行

＊毎年発行．保護者会で配付．小学校や地域の幼児教育脆設と共右

幼兄教育では、遊びを通して小学校以降につながる3つの資貿・能力（f知識及び技能の基碍」・「患考力、判断力、表現力等の基硫」・「学びに向かう力、人間性等」）を育むことが求められています。この資賃・能力が育まれると、 I幼児

期の終わりまでに育つてほしい姿」 (「10の姿」•••①鍵蒙な心と体／②自立心／③協同性／④道徳性・規範慧識の芽生え／⑤社会生活との関わり／⑥思考力の芽生え／⑦自然との関わり•生命尊·／⑧数量や図形、標識や文字などへ
の関心・感覚／⑨言葉による伝え合い／⑩畳かな感性と表現）が見られるようになります。南部幼稚■では、次のような教育活動を展開し、遊びを通した学びを小学校での生活や学習へとつなげています。

下 云云な心とる 1 |0m立叫 I③ 「協同性」 ④道徳性・規範m動芽至ヌn 「5「社会生活との襲わりJ

「忍者ごっこ」(5月）

友だと一緒に固定遊貝などに挑戟すが中

で、自分なりに遊び方乞考えたり友だちの姿
l軍を受けたりし、．遊貝の使い方に注意し

ながら身体を動かすこと乞楽しみよすし

• 
＜＜小学校では・・・＞＞

見通しや目分なりのめあてをもって
生活や学習をする力につながります。

rシャポン五 あそびJ(6月）

自分なりに考えたり、予測したり、工夫したり、

友 志d汚 えが取り入れたりしながらシャポジ
玉液作り＼砂ゃボン玉あそび用の道具作りを行

い、くり返し試して楽しみます

畢

＜＜小学校では...≫ 
探求心をもって考えたり試したり

することで、主体的に問題を解決し
ようとする態度につながります。

「チャレンジあそびJ（一年中）

友だち同土でコツを教え合いながら、ホッピ
ジグやフラフープ、なわとび、こ叔亘しなaこ

くり返し挑穀しま叩 上連して自信をつけ、自

分たちで新しい遊び方毛考えて楽しみよす。

易

＜＜小学校では・・・＞＞
自信をもって活動し、 学習に粘i)

強く取り組む力につながります。

「朝顔の栽培」(5月へ7月）
5月に極をまきよす心毎日水やりをする中で、気
づいたことを友だちと伝え合い共感しながら朝
頗の生長を楽しみます.7月になるとよされいを
花が咲さ しぽんだ花乞使って色水遊びも楽し
みよすu • ≪小学校では・・＞＞

自然物への理解や知識が確かなも
(})になり、命を大切にしようとする

態度につながりますu

「カエルごっこ」(6月）
クラスみんなでカエ）Uこなりき刃貨ば中で
イメージや願(¥を共有し、互いに考えを出し
合い、 工夫したり協力したりして楽しみます•
（令和5年度はカエルのお家づくりかうお店
屋さんごょこにまで発展していきまし起）

• ≪小学校では・・・ ≫
学級での集団活動の中で、共通の目

的に向かって友だちと協力い汽f合う
姿につながりますu

「お正月あそび」(1月～2月）
友だちと考え念出し合い、，一緒にすごろくや
カルタを作って遊ぶことで、文字や数字に親し
みよすuそして羨しく遊ぷ中で、文字臼a字の
必要性に気づさ興味乞持つようになりよすッ

• ＜＜小学校では・・≫
学習に関心をもって取り組み、実感を

伴った理解や、学んだことを日常生活の
中で活用する態度につながります。

「遍動会ごっこ」(9月・~10月）

幼小合同運動会(/≫経験乞もとに、クラスみんな

で相談してやりたい薙技を決めます』友だちと

協力して遊びを工すめる中で、きまりの必要性
に気づき、自分たちでルールを作り、守りなが

らゲーム遊びを差しみよす． ． 
≪小学校では…＞＞

相手の皐も考えて自分の気持ちゃ

行勤を調竪し、学校主活を楽しく
過ごすことに ．つながります，

f振り返りI（毎日）
遊びの中で楽しかったことや困ったこ＇とを口分
なりの言菓で伝え合い、クラスみんなで思いを共
有することで、新しい内容を取り入れたり、きま
りを作ったりして、遊びをより発展させて楽しむ
（あそび込む）ことが出来るようにしています

易

＜＜小学校では・・≫
友だちと互いの考えと伝え合い、

受け止めたリ稔め合．うたりしながら
学 と深めることにつながりよす。

「秋のお店屋さんごっこJ(11月）
クラスみんなでやりたいお店を相談し、秋の

自然物を使＇バて商品沼環など必要なも()):
作りますえ して、本物のお店屋さんの様子
自分たちなりに再現しながら、お店屋さんと
お客さんになって、やL）とりを楽しみよす。

易
≪小学校では・・≫

自分が関心を持った情報を積極的
に取り入れ 学びを深めることにつな

がります。

「表現あそびJ(11月-12月）

劇りたりフや勁き、りズムの隊形やポーズがこ
自分たちで考えを出し合い、友だちと一即こ笥
りあlfていくことを楽しみよす』2月の発表会
では、表現あそびをお家の人にも観てもらい、
さらに達成感を味わいよすu

• 
≪小学校では---≫

音楽や造形、 身体を使った学習など、
感性を働かせ、表現することを楽しむ

活動につながります。



おわりに カリキュラム開発委員の意見のまとめ

１．取組の進展と課題

○認識の変化：初年度はカリキュラム作成が主目的だったが、年度を重ねるごとに「子ども

の学びの接続」が目的であるという共通認識が広まった。（小学校）

○合同研修会の効果：多くの職員が参加する合同研修会が、認識の深化と持続可能な取組の

基盤を築いた。（小学校）

○持続的な運営：各校区での研修会運営が進む中、自律的な活動への移行が重要。（小学

校）

２．カリキュラム開発の成果

○資質・能力の共有：架け橋期に育てたい資質や能力が明確になり、幼児教育と小学校教育

の連携が深まった。（小学校）

○「遊びを通した学び」の意識浸透：幼児教育の視点を理解し、小学校教員の指導意識が変

容。（小学校）

○継続の課題：事業が終了後も持続的に浸透させるため、交流会や連絡会の充実が必要。

（保育所）



おわりに カリキュラム開発委員の意見のまとめ

３．幼児教育と小学校教育の連携

○幼児の力の理解促進：小学校教員に対し、幼児の持つ力を知ってもらうことが重要。

（保育所）

○生活習慣の重要性：基本的な生活習慣の定着が、学びの土台となる。（幼稚園）

○医学的知見の活用：乳幼児期からの運動プログラムが、バランス能力向上に寄与。

（医療関係者）

４．多職種協働の重要性

○専門家と現場の連携：保育・教育現場の協力が、取組成功の要因となっている。

（作業療法士）

○架け橋期カリキュラムの意義：園と小学校の協働により、継続的な学びの接続が可能。

（架け橋期コーディネーター）

○障がい児支援の必要性：障がいの有無に関わらず、切れ目のない支援の継続が不可欠。

（市こども家庭センター）



おわりに カリキュラム開発委員の意見のまとめ

５．今後の方向性

○全市的な取り組み拡大：竹田市全体の園・学校に展開し、自治体の目指す子ども像の共有

が求められる。（大学教授）

○保護者の理解と協力：取組の意義が徐々に伝わりつつあるが、家庭環境に応じた情報発信

の工夫が必要。（保護者）

○小学校教員の負担軽減：幼保小の協力により、小学校１年生担任の負担軽減が期待される。

（保護者）

６．３年前の課題に照らして

○「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」が保育参観や授業参観をする際の視点となるこ

とで、連携の手がかりとして機能し始めた。

○全員参加のアンケートから「竹田市の期待する子ども像」を策定し、さらに、カリキュラ

ムの南部幼小モデルとつなげたことで、幼小接続の方向性が確立されてきた。

○合同研修会を重ねるごとに内容の理解が図られ、小学校区単位での合同研修会が実施する

ことができてきた。



４年目

たけたんスマイルブリッジプロジェクト「たけスマブリプロ」

持続的な展開に向けて

○幼小連携担当による合同研修会の日程調整（４月）

○スタートカリキュラムの検証（１年部会）（５月）

○合同研修会①（授業参観＋協議＋研修）（５～６月）

Ａ：竹田小・豊岡小・城原小・竹田幼・しらゆり幼・竹田保・小羊保
Ｂ：南部小・祖峰小・南部幼・玉来保
Ｃ：荻小・荻げんきこども園 Ｄ：久住小・白丹小・久住保
Ｅ：都野小・都野保 Ｆ：直入小・なおいりこども園

○モデル校、モデル園による授業公開研究会

○合同研修会②（保育参観＋協議＋研修）（８～11月）

○作業療法士による体つくりの取組「あそびの森Taketan Play Forest」：全園・全校

○地域保護者への啓発

○幼保連携の推進：竹田市幼児教育アドバイザーによる訪問支援
（竹田保×竹田幼、南部幼×玉来保、なおいりこども園×都野保）
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